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衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
中
国
へ
の
軍
事
転
用
可
能
技
術
の
供
与
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
中
国
へ
の
軍
事
転
用
可
能
技
術
の
供
与
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
は
、
中
国
の
政
策
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
な
お
、
令
和
三

年
三
月
に
第
十
三
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
四
回
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
第
十
四
次
五
箇
年
計
画
」
に
お
い
て
は
、

「
軍
民
の
科
学
技
術
の
協
調
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
深
化
さ
せ
、
海
洋
、
航
空
・
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
空
間
、
バ
イ
オ
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
Ａ
Ｉ
、
量
子
科
学
技
術
等
の
分
野
の
軍
民
一
体
で
の
発
展
を
強
化
」
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
先
端
科
学
技
術
を
有
す
る
我
が
国
の
企
業
等
」
、
「
積
極
的
に
訪
問
」
及
び
「
中
国
へ
の
進
出
や
共
同
研
究
、

技
術
提
供
を
働
き
掛
け
る
な
ど
の
動
き
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
一
般
論
と
し
て
は
、
科
学
技
術
の
発
展
と
技
術
の
流
出
防
止
の
両
立
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
事
案
及
び
そ
の
件
数
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
が
、
米
国
司
法
省
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド



 

２ 

 

大
学
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ー
バ
ー
教
授
が
、
米
国
の
国
防
総
省
及
び
国
立
衛
生
研
究
所
か
ら
資
金
支
援
を
受
け
て
お
り
、
外

国
の
政
府
や
団
体
か
ら
の
資
金
支
援
を
含
む
外
国
利
益
相
反
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
中
国
の
「
千
人
計
画
」
に
参
加
し
資
金
支
援
等
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
隠
し
続
け
た
た
め
、
虚
偽
申
告
で
逮
捕
さ
れ
た

こ
と
を
公
表
し
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

米
国
政
府
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

中
国
は
、
御
指
摘
の
「
特
定
の
外
国
」
に
含
ま
れ
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
六
十
九
条
の
六
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
お
い
て
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
い
で
同
項
の
規
定
に
基
づ
く

命
令
の
規
定
で
定
め
る
取
引
を
し
た
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
二
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併

科
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
該
違
反
行
為
の
目
的
物
の
価
格
の
五
倍
が
二
千
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
罰
金



 

３ 

 

は
、
当
該
価
格
の
五
倍
以
下
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
同
法
第
六
十
九
条
の
六
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
お
い
て
、
特
定
技
術
で
あ
っ
て
、

核
兵
器
、
軍
用
の
化
学
製
剤
若
し
く
は
細
菌
製
剤
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
散
布
の
た
め
の
装
置
若
し
く
は
こ
れ
ら
を
運
搬
す
る

こ
と
が
で
き
る
ロ
ケ
ッ
ト
若
し
く
は
無
人
航
空
機
の
う
ち
外
国
為
替
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
二
百
六
十
号
）
第
二
十
七

条
第
一
項
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
核
兵
器
等
」
と
い
う
。
）
の
設
計
、
製
造
若
し
く
は
使
用
に
係
る
技
術
又
は
核
兵
器
等

の
開
発
、
製
造
、
使
用
若
し
く
は
貯
蔵
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
お
そ
れ
が
特
に
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
貨
物
の
設
計
、
製
造

若
し
く
は
使
用
に
係
る
技
術
と
し
て
同
条
第
二
項
で
定
め
る
技
術
に
つ
い
て
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許

可
を
受
け
な
い
で
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
で
定
め
る
取
引
を
し
た
者
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
千
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
該
違
反
行
為
の
目
的
物
の
価
格
の
五

倍
が
三
千
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
罰
金
は
、
当
該
価
格
の
五
倍
以
下
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

さ
ら
に
、
同
法
第
七
十
二
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
お
い
て
、
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人

若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
、
同
法
第
六
十
九
条

の
六
第
二
項
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
に
対
し
て
十
億
円
以
下
（
当
該
違
反
行
為



 

４ 

 

の
目
的
物
の
価
格
の
五
倍
が
十
億
円
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
価
格
の
五
倍
以
下
）
の
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
対
し
て
同
項

の
罰
金
刑
を
科
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

加
え
て
、
同
法
第
七
十
二
条
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
お
い
て
、
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人

若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
、
同
法
第
六
十
九
条

の
六
第
一
項
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
に
対
し
て
七
億
円
以
下
（
当
該
違
反
行
為

の
目
的
物
の
価
格
の
五
倍
が
七
億
円
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
価
格
の
五
倍
以
下
）
の
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
対
し
て
同
項

の
罰
金
刑
を
科
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

八
に
つ
い
て 

 
 

「
特
定
の
外
国
」
が
い
ず
れ
の
国
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
に
触
れ
る
行
為
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
捜
査
当
局
が
関
係
機
関
と
連
携
し
、
取
締
り
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
、
こ
れ
を
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
。 


